
 試合会場レポート試合会場レポート 試合番号 154 開催⽇ 2018/12/02
2018-19 V.LEAGUE DIVISION1 MEN   レギュラーラウン
ド

会場 : ⼩牧スポーツ公園総合体育館（パークアリーナ⼩牧）⼩牧スポーツ公園総合体育館（パークアリーナ⼩牧）

監督 ：トミー ティリカイネン

コーチ ：クリスティアンソン ア
ンディッシュ

  
通算 ：7 勝 3 敗
ﾎﾟｲﾝﾄ ：20

豊⽥合成トレフェルサ

3

25 第1セット
【0:27】 21

1
20 第2セット

【0:25】 25

25 第3セット
【0:39】 20

25 第4セット
【0:22】 18
第5セット
【】

監督 ： 真保 綱⼀郎

コーチ ： 上杉 徹

  
通算 ： 4 勝 6 敗
ﾎﾟｲﾝﾄ ： 12

堺ブレイザーズ

<監督コメント>

 ホームゲームなので、観に来ていた
だいた⽅々に楽しんでもらえるよう
に、チームとして良いプレーを⼼掛け
ました。今⽇の試合を観た⽅々が次の
ホームゲームでも会場に来ていただけ
たらうれしく思います。
 応援、ありがとうございました。
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<監督コメント>

 第3セット終盤に起きた試合中のアク
シデント後、試合の流れが豊⽥合成に
⾏ってしまったのが⾮常に悔やまれ
る。本来であれば、我々⾃⾝でその流
れを⾷い⽌め、勝利を掴み取らなけれ
ばならなかった。第２レグの初戦、⾮
常に残念な結果になったが、常に前を
⾒て、上を⾒て戦っていく。
 本⽇もたくさんの応援、ありがとう
ございました。

観客数:2100 開始時刻:14:00 終了時刻:16:02 試合時間:2:02 主審:澤 達⼤ 副審:⼭本 和良

<要約レポート>

 豊⽥合成トレフェルサと堺ブレイザーズの⼀戦は、豊⽥合成がホームゲームで勝利を収めた。
 第１セット、豊⽥合成は前⽥の多彩なトスから得点を重ね、リードを保って逃げ切った。堺は松岡がアタック７得点と奮闘するも逆転することは出来なかった。
 第２セット、序盤は⼀進⼀退の展開が続くが、堺は出來⽥のブロック２得点を含む５連続得点で⼀歩抜け出す。その後、豊⽥合成のイゴールと堺の松岡がアタックを
打ち合う。堺は終盤の要所で、堤がアタックとブロックを決めリードを広げ、セットカウント１－１とする。
 第３セット、序盤は１点を争う攻防が続くが、豊⽥合成のイゴールが要所で確実に決め、最後は近とイゴールの連続ブロックでセットを奪う。
 第４セット、豊⽥合成は⽩岩のサービスエースなどで５点のリードを奪う。その後も、傳⽥と近の速攻を効果的に使いリードを広げ、そのままの勢いで勝利した。堺
はサーブで相⼿を崩すことが出来ず、豊⽥合成のミドルブロッカーに９得点を許し、流れを掴めなかった。

作成者 ： 中澤 和美
※本票の著作権は⼀般社団法⼈ジャパンバレーボールリーグに帰属します。
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